
諫
早
市
長
要
請
行
動　
～
「
地
元
へ
の
発
注
」
と

　

「
働
き
や
す
い
現
場
」
の
実
現
に
向
け
て
～

　
組
合
と
協
会
は
、
令
和
七
年

十
二
月
十
九
日
㈮
、
諫
早
市
に

対
し
て
「
中
小
建
設
事
業
者
・

職
人
の
仕
事
と
暮
ら
し
の
改
善

に
関
す
る
要
望
書
」
を
提
出
し

ま
し
た
。

　
諫
早
市
側
は
大
久
保
市
長
ほ

か
五
名
、
組
合
・
協
会
か
ら
は

北
村
協
会
長
ほ
か
十
名
が
出
席
。

互
い
に
自
己
紹
介
し
た
後
、
大

久
保
市
長
へ
要
望
書
を
手
渡
し
、

山
田
事
務
局
長
よ
り
要
望
書
の

説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
久
保
市
長
は
「
現
在
の
諫

早
市
は
大
型
商
業
施
設
や
大
手

企
業
の
進
出
な
ど
、
経
済
人
口

を
増
や
す
好
機
で
あ
る
が
、
土

地
規
制
が
ネ
ッ
ク
に
な
り
定
住

人
口
が
増
え
な
い
状
況
に
あ
る
。

半
世
紀
ぶ
り
に
土
地
利
用
の
あ

り
方
を
見
直
す
条
例
改
正
を
行

い
市
街
化
調
整
区
域
の
線
引
き

を
な
く
し
、
そ
の
中
で
立
地
適

正
化
計
画
な
ど
の
補
完
計
画
を

進
め
る
た
め
県
と
協
議
を
し
て

い
る
。
来
年
度
か
ら
は
組
織
改

革
を
行
い
、
国
際
関
係
を
専
門

に
取
り
扱
う
部
署
を
つ
く
っ
て

い
き
た
い
と
も
考
え
て
お
り
、

ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
た
い
。」

と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　
要
請
に
対
し
、
入
札
に
つ
い

て
は
市
内
業
者
の
優
先
的
選
定
、

可
能
な
限
り
の
分
離
分
割
発
注
、

地
元
下
請
け
業
者
の
活
用
・
資

材
調
達
は
地
場
産
品
や
市
内
業

者
を
活
用
す
る
よ
う
再
通
知
と

い
っ
た
取
り
組
み
を
行
っ
た
旨

を
回
答
さ
れ
ま
し
た
。
労
務
単

価
に
つ
い
て
は
、
適
正
な
賃
金

支
払
い
の
処
遇
確
保
が
建
設
業

者
に
対
し
て
努
力
義
務
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
元
請
業
者
に
周

知
を
図
っ
て
い
き
、
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
事
業
に
つ
い
て
も
引
き

続
き
住
宅
政
策
の
充
実
に
も
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
、
と
さ
れ

ま
し
た
。

　
回
答
後
に
は
意
見
交
換
が
行

わ
れ
、
現
場
環
境
改
善
に
必
要

な
福
利
厚
生
費
の
拡
充
や
部
署

ご
と
に
異
な
る
見
積
書
の
様
式

の
統
一
を
希
望
す
る
意
見
が
述

べ
ら
れ
、
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　
主
催
者
を
代
表
し
て
佐
藤
執

行
委
員
長
は
、「
昨
年
各
地
で

相
次
い
だ
自
然
災
害
に
お
い
て

も
、
私
た
ち
建
設
従
事
者
は
復

旧
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
必
要
不

可
欠
な
存
在
と
し
て
地
域
を
守

り
抜
い
て
き
た
」
と
、
現
場
で

働
く
仲
間
の
重
要
性
を
強
調
し

ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
技
術
を

次
世
代
へ
繋
ぐ
た
め
に
は
「
若

者
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
建
設

業
」
へ
の
転
換
が
急
務
で
あ
る

と
し
、
国
交
省
の
「
住
生
活
基

本
計
画
」
や
「
建
設
雇
用
改
善

計
画
」、
一
昨
年
施
行
さ
れ
た

「
改
正
担
い
手
三
法
」
を
足
が

か
り
に
、
賃
金
・
工
事
単
価
の

引
き
上
げ
に
向
け
た
運
動
を
全

国
の
仲
間
と
連
帯
し
て
強
化
し

て
い
く
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
運
動
の
重
要
課
題
で

あ
る
組
織
拡
大
に
つ
い
て
は

「
仲
間
の
処
遇
改
善
に
は
組
織

の
結
束
が
不
可
欠
」
と
し
、
内

部
強
化
と
併
せ
て
取
り
組
む
姿

勢
を
示
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
組

合
員
の
命
綱
で
あ
る
「
建
設
国

保
」
の
安
定
運
営
や
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
等
を
活
用
し
た

仕
事
確
保
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
も
、
本
日
ご
臨
席
の
西
岡
秀

子
衆
議
院
議
員
、
山
田
勝
彦
衆

議
院
議
員
ら
推
薦
議
員
と
連
携

し
、
国
庫
補
助
・
予
算
確
保
へ

向
け
て
引
き
続
き
運
動
を
続
け

る
と
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
県
政
と
建
設
行
政

に
深
く
精
通
す
る
平
田
研
氏
を

次
期
県
知
事
選
の
推
薦
候
補
と

し
て
支
援
し
、
地
場
中
小
建
設

業
の
持
続
可
能
性
向
上
に
期
待

を
寄
せ
ま
し
た
。

　
本
年
四
月
に
組
合
結
成
八
十

周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
佐

藤
委
員
長
は
「
こ
れ
を
契
機
と

し
て
、
執
行
部
一
丸
と
な
っ
て

運
動
に
邁
進
し
た
い
」
と
力
強

く
訴
え
、
関
係
各
所
へ
の
支
援

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
来
賓
に
は
西
岡
秀
子
衆
議
院

議
員
、
山
田
勝
彦
衆
議
院
議
員

代
理
秘
書
髙
柳
様
、
建
設
長
崎

推
薦
の
県
知
事
選
候
補
者
の
平

田
研
様
よ
り
連
帯
と
激
励
の
あ

い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
坂
本
県
議
の
乾
杯
の

音
頭
で
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
を

交
わ
し
な
が
ら
、
懇
親
会
を
行

い
、
佐
藤
副
委
員
長
の
ご
発
声

に
よ
る
力
強
い
一
丁
締
め
に
て

二
〇
二
六
年
の
旗
開
き
は
盛
会

裏
に
終
了
し
ま
し
た
。

結
成
八
十
周
年
を
契
機
に 

賃
上
げ
・
組
織
強
化
へ
邁
進

2026年
新　春
旗開き

▲�北村会長から大久保市長へ要請書が手渡
された

参
加
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

西
山　
和
之　
　
野
口　
和
之

榎
並　
信
男　
　
林　
　
　
崇

山
本　
健
志　
　
北
村　
政
和

山
田　
芳
則　
　
池
田　
　
剛

大
賀　
修
司　
　
宮
崎　
真
登

前
期
組
織
拡
大
総
括
　
未
加
入
者
の
掘
り
起
こ
し
、紹
介
へ
ご
協
力
を
！

「
二
〇
二
六
年
建
設
長
崎
新
春
旗
開
き
」
を
、
一
月
五
日
十
時
三
十
分
よ
り
組
合
本

部
会
館
で
、
本
部
役
員
、
青
年
部
・
主
婦
会
の
代
表
、
書
記
局
、
そ
し
て
来
賓
に
も

出
席
を
頂
き
、
七
十
二
名
の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
組
合
で
は
今
年
度
の
年
間
拡

大
目
標
を
四
〇
〇
名
に
設
定
し
、

こ
の
う
ち
上
半
期
の
前
期
拡
大

期
間
（
六
月
～
十
一
月
末
）
の

取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
前
期
期
間
の
結
果
に
つ
い
て

は
、
全
体
で
二
〇
〇
名
の
目
標

達
成
に
向
け
て
各
支
部
が
取
り

組
み
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

新
た
に
一
五
三
名
が
仲
間
に
加

わ
り
ま
し
た
が
、
目
標
達
成
に

は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
目
標

数
ま
で
あ
と
一
歩
で
惜
し
く
も

達
成
な
ら
ず
と
い
っ
た
支
部
も

あ
る
中
で
、
島
原
支
部
が
前
期

拡
大
目
標
を
達
成
。
そ
の
一
方

で
、
前
期
期
間
は
二
〇
四
名
が

組
合
を
脱
退
し
て
お
り
、
全
体

で
五
十
一
名
の
組
織
純
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
十
二
月
か
ら
五

月
末
ま
で
は
後
期
拡
大
行
動
が

展
開
さ
れ
ま
す
。
新
た
に
後
期

期
間
の
目
標
数
（
二
〇
〇
名
）

が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

拡
大
行
動
へ
の
参
加
、
そ
し
て

今
一
度
、
皆
様
の
周
り
に
い
る

職
人
や
仲
間
に
お
声
掛
け
を
し

て
い
た
だ
き
、
未
加
入
者
情
報

の
掘
り
起
こ
し
・
収
集
に
向
け

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

支部 拡大目標数 前期
拡大実績 脱退 後期

目標数年間 前期
中央大浦 38 19 15 13 19
市 南 18 9 4 11 9
東 長 崎 26 13 11 13 13
浦 上 西 40 20 16 17 20
浦 上 東 15 8 4 5 7
西 彼 35 18 14 21 17
諫 早 40 20 18 21 20
大 村 40 20 19 23 20
島 原 40 20 ☆ 26 24 20
佐世保中央 25 12 5 13 13
佐世保東 27 13 10 19 14
佐世保北 20 10 6 12 10
北 松 20 10 2 6 10
平 戸 13 6 2 5 7
五 島 3 2 1 1 1
合 計 400 200 153 204 200

〈前期拡大実績〉

☆印は拡大目標達成

組織強化！未加入者紹介謝礼金 増額キャンペーン実施中

　
現
在
、
組
織
拡
大
の
強
化
策
と
し
て
、
未
加
入
者
を

紹
介
い
た
だ
い
た
組
合
員
へ
の
「
紹
介
謝
礼
金
」
を
従

来
の
三
、
〇
〇
〇
円
か
ら
四
、
〇
〇
〇
円
に
増
額
す
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
い
ま
す
。（
期
間
：
令
和

七
年
十
月
～
令
和
八
年
三
月
末
ま
で
）

　
確
定
申
告
の
時
期
は
年
間
の
健
康
保
険
料
等
が
可
視

化
さ
れ
、
未
加
入
者
が
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
や
す
い
タ
イ

ミ
ン
グ
で
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
周
囲
の
仲
間
へ
の

お
声
が
け
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

通常3,000円が…

佐藤執行委員長
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税金特集号
2 月 2 日から確定申告相談始まります。
日時・場所を確認の上お越しください。
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相談会日程のお知らせ
消費税相談会日程

※各会場とも、相談時間は午前10時～午後 ４時です。

支　　部 日　　時 会　　　場

中 央 大 浦 ３月26日㈭ 金屋町事務所

市 南 ３月24日㈫ 市南支部事務所

東 長 崎 ３月23日㈪ 東長崎支部事務所

浦 上 西
浦 上 東

３月11日㈬
３月19日㈭

組合本部

西 彼 ３月18日㈬ 西彼支部事務所

諫 早
３月13日㈮
３月18日㈬

諫早支部事務所

大 村 ３月19日㈭ 大村支部事務所

島 原 ３月17日㈫ 島原支部事務所

佐世保中央
佐 世 保 東
佐 世 保 北

３月24日㈫ 県北総合会館

北 松 ３月16日㈪ 北松支部事務所

平 戸 ３月17日㈫ 平戸支部事務所

申告対象者：インボイス登録事業者、または令和 ５ 年の売上が
1，000万円を超えていた方。
インボイスを登録していない消費税課税業者で令和 ７ 年の売上
が1，000万円を下回った方と、消費税非課税業者で令和 ７年の売
上が1，000万円を超えた方も手続きが必要です。
※本則（一般）課税での申告相談は行っていません。

相 談総 支 部 別 相 談 会 日 程
【　県 央 総 支 部　】

支部 実施日 対 象 分 会 会　場

諫
　
　
早

２ 月 ２ 日㈪ 永昌、本野、飯盛、森山

支部事務所

２月 ３日㈫ 南部第 １、南部第 ２、長田

２月 ５日㈭ 高来第 １、高来第 ２、有喜

２月 ６日㈮ 北部、中央、上山

２月12日㈭ 西部第 １、西部第 ２、小長井

２月13日㈮ 三浦、その他

大
　
　
村

２ 月16日㈪ 大村第 １・第 ２

支部事務所
２月17日㈫ 西大村第 １・第 ２・第 ３

萱瀬、松原
２月18日㈬ 竹松第 １・第 ２、福重、彼杵

２月19日㈭ 鈴田、その他

島
　
原

２ 月24日㈫ 西部連合分会 千々石町公民館
２階講堂

２月25日㈬ 島原市および南目地区 有明総合文化会館
研修室（ １・ ２）２ 月26日㈭ 島原市および北目地区

【　県 北 総 支 部　】
支部 実施日 対 象 分 会 会　場

中
　
央

佐
世
保

２ 月19日㈭ 大和、旭、光海、船越、愛宕
福石 県北総合会館

２月20日㈮ 春日、清水・花園、山衹
その他

佐
世
保
東

２ 月16日㈪ 広田、波佐見、三川内

支部事務所２月17日㈫ 宮、川棚、針尾

２月18日㈬ 黒髪、早岐、日宇

佐
世
保
北

２ 月25日㈬ 大野西、日野、柚木、上相浦 中里皆瀬地区
コミュニティセンター２ 月26日㈭ 皆瀬、本山、吉岡、松瀬

瀬戸越、棚方、相浦、その他

北
　
松

２ 月 ４ 日㈬ 佐々南、佐々北、小佐々

佐々文化会館２月 ５日㈭ 吉井、世知原、江迎

２月 ６日㈮ 鹿町、松浦

平
　
戸

２ 月 ９ 日㈪ 平戸北、中部、津吉
支部事務所

２月10日㈫ 田平、生月、度島

確認は所属支部事務所へお問い合わせいただきますようお願いします。

インボイス登録事業者の方や
消費税の申告をされる方へのお願い

令和 ５年10月よりインボイス制度がスタートしています。
インボイス登録事業者となられた方は消費税の申告が必要です。
所得税申告相談の際に必ず受付担当者へお伝えください。

※インボイス登録日以降は事業所得での申告が必要です。
　（これまで給与所得で申告されていた方はご注意ください）
支払った経費の領収書等を保管し、項目ごとに合計金額をまとめ、収支内訳書を作成
しなければなりません。

※消費税の申告に際して、令和 ７年中に初めてインボイス登録をした場合は、登録日
からの売上金額も必要となります。年間の売上額だけではなく、登録日以降の売上が
分かるようにしておいて下さい。（例： ８ 月10日よりインボイス登録　→　 ８ 月10日
以降の売上金額を別途計算しておく）

なお、インボイス制度を機に、免税事業者から、インボイス発行事業者（課税事
業者）となった方については、納付税額を売上げに係る消費税額の ２割とするこ
とができる「 ２割特例」を利用できます。

2 割特例が適用可能な年分

�
�
�
�

�
�
�
�

令和 ５年10月 １ 日～令和 ８年 ９月30日までの
日の属する納税期間において適用されます

�
�
�
�
�
�

・令和 ５年分（10月～12月）
・令和 ６年分
・令和 ７年分
・令和 ８年分

�
�
�
�
�
�

⇒

税務署から送付されてきた確定申告書、または通知ハガキ（申告方法
などが記載されたお知らせ）は必ずお持ちください！

日程・その他でご不明な点は、各所属支部へお問い合わせください。
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令和７年分　確定申告（所得税・消費税）

①税務署から送られてきた申告用紙、また
は予定納税等の「お知らせハガキ」・
封書など。筆記用具
②記帳簿（売上・仕入・外注費・労務費・
一般経費等が記入されているもの）
③家族全員の氏名・生年月日（マイナンバーカード）
④生命保険・個人年金・損害保険料（地震
保険）の控除証明書（領収書は認められ
ませんので、必ず控除証明書をお願いし
ます。）
⑤配偶者でパート収入等がある人や、生計を一にする特定親族（19歳
以上～ 23歳未満）がいる場合、収入明細書をご持参下さい。（源泉
徴収票も可）※明細がない場合は、適正な税額控除の計算が出来な
い可能性があります。

⑥国民年金や市町村国保加入の人は、控除証明書、又は領収書（令和

７年中に納付した分）
⑦医療費控除を受ける人は、病院・薬局等の支払い金額を個人毎にま
とめたものと医療費通知（医療費のお知らせ）

⑧不動産収入のある人は、収入明細書とその所在地
⑨農業収入がある人は、農業収入・支出明細書（収支計算書等）
⑩住宅取得控除を受ける人は、銀行から年末残高証明書、初めて受け
る人は加えて住民票・請負契約書・売買契約書・登記簿謄本

　（今年初めて住宅取得控除を受ける人は、事前に支部事務所に問い
合わせて下さい。）

⑪国民年金等を受給している方は「公的年金等の源泉徴収票」を
ご持参ください。

《注意事項》
• 組合は「記帳補助者」です。ご本人の申告は、「自主記帳・自主申
告・自主納付」が原則です。
• 不動産譲渡などの分離課税については受付出来ません。

相談会

とりまとめ帳

申告書
申告書

確定申
告

お知ら
せ

※女性担当者も税金相談会会場に入るため、支部によっては支部事務所を閉めさせて頂く場合があります。

相 談総 支 部 別 相 談 会 日 程
【　中 央 総 支 部　】

支部 実施日 対 象 分 会 会　場

中
央
大
浦

２ 月 ２ 日㈪ 桜馬場、勝山、片淵、西山
田上、愛宕、小島

地区労会館 ５階

２月 ９日㈪ 稲佐、旭、飽の浦、小榊
福田

２月10日㈫ 磨屋、伊良林、本河内、日見
風頭、西坂、銭座、茂木

２月19日㈭ 佐古・八景、小菅、戸町
新戸町

２月20日㈮ 出雲、東山・日の出、川上
その他

市
　
南

２ 月25日㈬ 高浜第 １、高浜第 ２、岬木場
野母 三和公民館

２月26日㈭ 平山、為石、蚊焼、川原

２月27日㈮ 小ヶ倉、土井首、江川、竿浦
深堀、香焼 南部市民センター

東
　
長
　
崎

２ 月 ３ 日㈫ 戸石、飯盛

長崎市植木センター
２ 月 ４ 日㈬ 矢上上、矢上下

２月13日㈮ 古賀、多良見

２月18日㈬ 田ノ浦、その他

【　浦 上 総 支 部　】
支部 実施日 対 象 分 会 会　場

浦
　
上
　
西

２ 月 ６ 日㈮ 西北、岩屋、横尾

組合本部

２月10日㈫ 滑石第 ２、滑石第 ３
滑石第 ４

２ 月12日㈭ 青山、花園、油木

２月13日㈮ 江里、西町、その他

２月16日㈪ 竹の久保、城山、小江原

２月17日㈫ 三重、三重団地、鳴見台
畝刈 三重地区市民センター

浦
上
東

２ 月20日㈮ 本尾、三川、三原

組合本部２月24日㈫ 住吉、昭和、本原

２月27日㈮ 緑・坂本、上野、川平
女の都、その他

西
　
　
彼

２ 月 ３ 日㈫ 長与連合分会 長与地区
ふれあいセンター

２月 ４日㈬ 琴海、西彼、西海 琴海文化センター

２月 ５日㈭ 外海、西彼、西海、大瀬戸 外海中央公民館

２月 ９日㈪ 時津連合分会 時津町北部コミセン
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入
学
（
小
学
校
・
中
学
校
） 

祝
金
支
給
の
お
知
ら
せ

お
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

　
今
年
、
小
学
校
・
中
学
校
に
入
学
さ
れ
る
お
子
様
に
は
入
学
祝

い
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
だ
申
請
が
お
済
み
で
は
な
い
方
は
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

︱
︱
︱
︱
︱
申　
請　
方　
法
︱
︱
︱
︱
︱

●
長
建
国
保
未
加
入
の
お
子
様

　
印
鑑
、
お
子
様
の
生
年
月
日
が
わ
か
る
も
の
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
等
）
を
持
参
の
上
、
所
属
支
部
事
務
所
で
申
請
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
長
建
国
保
加
入
済
の
お
子
様

　
事
務
所
で
一
括
処
理
し
ま
す
の
で
申
請
の
手
続
き
は
不
要
で
す
。

※
給
付
時
は
ハ
ガ
キ
で
通
知
致
し
ま
す
。

※�

ご
不
明
な
点
は
各
所
属
支
部
へ
お
問
合
せ

下
さ
い
。

　
建
設
長
崎
メ
ン
バ
ー
ズ
カ
ー

ド
が
「
コ
ー
ナ
ン
Ｐ
Ｒ
Ｏ
」
で

使
え
ま
す
。

　
お
会
計
時
に
、
メ
ン
バ
ー
ズ

カ
ー
ド
を
提
示
す
る
こ
と
で
、

税
抜
き
合
計
金
額
か
ら
三
％
の

割
引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
県
内
の
対
象
店
舗
は
、「
コ
ー

ナ
ン
Ｐ
Ｒ
Ｏ
大
塔
店
』
の
み
で

す
。「
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
コ
ー

ナ
ン
」
は
割
引
対
象
外
と
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
コ
ー
ナ
ン
Ｐ
Ｒ
Ｏ
大
塔
店

（
佐
世
保
市
大
塔
町
八
－
六
二
）

2026年
　
新
春
お
年
玉
ク
イ
ズ
に
多
数
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
応
募
総
数
１
０
１
名
、
正
解
者
数
95
名
）

正
解
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
、
抽
選
で
左
記
の
50
名
の
方
へ
、
記
念

品
を
贈
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

3％割引

受けられます‼

「答え」
①馬の前髪の形　②右奥の窓の猫　③右端の牛の鼻輪　④右端の羊の口の形　⑤中央右
の蛇の尻尾の長さ　⑥一番手前のミカンのヘタの位置　⑦机に乗っているウサギの手

福
田　
　
修
（
中
央
大
浦
）

椎
山　
和
彦
（
中
央
大
浦
）

森　
　
安
司
（
中
央
大
浦
）

御
厨　
孝
子
（
市　
南
）

森
山　
　
仁
（
市　
南
）

山
口
吏
惠
子
（
市　
南
）

中
島　
芳
克
（
市　
南
）

宮
﨑
あ
づ
さ
（
市　
南
）

山
下　
俊
之
（
市　
南
）

森
下　
輝
也
（
東
長
崎
）

山
内　
健
二
（
東
長
崎
）

中
山　
光
夫
（
東
長
崎
）

川
原　
紘
次
（
浦
上
西
）

中
尾　
　
学
（
浦
上
西
）

山
田　
怜
示
（
浦
上
西
）

田
嶋　
孝
男
（
浦
上
西
）

井
手
口　
勉
（
浦
上
東
）

野
田　
耕
次
（
浦
上
東
）

陣
川　
好
髙
（
浦
上
東
）

井
上　
竹
次
（
西　
彼
）

尾
崎　
祐
二
（
西　
彼
）

西
田　
琴
子
（
西　
彼
）

松
尾　
利
信
（
西　
彼
）

橋
口　
和
也
（
西　
彼
）

吉
賀　
　
茂
（
諫　
早
）

三
根　
義
昭
（
諫　
早
）

野
口　
高
宏
（
諫　
早
）

外
山　
　
龍
（
諫　
早
）

砂
村　
康
文
（
諫　
早
）

田
中　
春
男
（
大　
村
）

林
田　
正
朋
（
大　
村
）

森　
　
博
樹
（
大　
村
）

杉
本　
亮
輔
（
大　
村
）

鐘
ヶ
江
由
美
子
（
島　
原
）

吉
田　
由
香
（
島　
原
）

山
田　
哲
夫
（
島　
原
）

小
嶺　
栄
助
（
島　
原
）

中
村　
心
美
（
島　
原
）

城　
　
靖
郎
（
島　
原
）

本
田　
英
樹
（
佐
世
保
中
央
）

鷹
取　
　
久
（
佐
世
保
中
央
）

中
村　
末
秋
（
佐
世
保
東
）

山
口　
裕
之
（
佐
世
保
東
）

田
中　
勇
男
（
佐
世
保
東
）

吉
永　
武
志
（
佐
世
保
東
）

濵
河　
一
己
（
佐
世
保
北
）

北
村
安
伽
理
（
北　
松
）

末
永　
広
幸
（
平　
戸
）

末
永　
　
豊
（
平　
戸
）

井
川　
昭
善
（
五　
島
）

「 ７つの間違い探し」の答え

島原市における 
限定特定行政庁の廃止予定について（お知らせ）
▪　限定特定行政庁を廃止予定です
　島原市は令和 ８年 ３月31日をもって限定特定行政庁を廃止し、長崎県へ事
務を引継ぐ予定です。

▪　窓口が変更となる各種手続きの例
１ ．建築確認申請、完了検査申請、各種証明
　　　法令）建築基準法、同法施行細則
２ ．建築物エネルギー消費性能向上計画認定申請
　　　法令）建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律
３ ．建設リサイクル法届出
　　　法令）建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律
４ ．長期優良住宅建築等計画認定申請
　　　法令）長期優良住宅の普及の促進に関する法律
５ ．低炭素建築物新築等計画認定申請
　　　法令）都市の低炭素化の促進に関する法律
　※　建築確認申請及び完了検査申請は、指定確認検査機関も活用ください。

▪　令和 ８ 年 ４ 月 １ 日以降の手続き窓口は「島原振興局建築課」
島原振興局建設部建築課
　〒855-8501　島原市城内一丁目1205番地
　TEL：0957-63-5599　FAX：0957-63-2251
　アドレス：shimashin-kenchiku@pref.nagasaki.lg.jp

▪　その他
　廃止日直近（令和 ８年 ２月20日以降）の各種手続きの申請等の方法につい
ては、島原市建設部都市整備課建築・空家対策班に事前に問い合わせくださ
い。

島原市建設部都市整備課建築・空家対策班　TEL：0957-62-8020

指定温泉の「優待券」、「補助券」は、
　　有効期限までにご利用下さい！
　長建国保では組合員及び家族の健康保持促進を図るため、指定温泉施設を
規定料金より安い料金で利用できるよう、指定温泉施設利用優待券、補助券
を配布しております。今年度配布分の有効期限は、令和 ８年 ３月31日ま
でとなっておりますので、期間内にぜひともご活用ください。

※ご家族の方が使用する場合、組合員本人様の氏名をご記入ください
（ １度に複数枚使用する場合でも組合員本人様の氏名をご記入下さい。）
※他の方に譲渡する場合、組合員本人様（被保険者様）の氏名をご記入下さい。
※氏名が空欄・未加入者の方は使用できません。
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